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The aim of this paper is to show the social value of the senior theatre company from the 
perspective of cultural and artistic activities in the local community. The author surveys 
Theatre Company “Suzushiro” based in Minoh City. The survey is mainly through 
interviews with the company members and administrative agency. The author analyzes the 
object from three aspects: “accumulation”, “performance”, and “interaction”, proposed by 
Ikuo Nakagawa. 
This study reveals that the members develop their consciousness of the local community 
and that their performances have a good influence on the other elderly people. It also shows 
that the theatre company is required to expand an active exchange between generations and 
social interaction with other groups. 
In conclusion the author suggests the following five possibilities of the senior theatre 
company: 1. providing a chance for the members to strengthen community relationships, 2. 
presenting a role model for the older generation, 3. providing a good place for sharing the 
common problems of the aged society, 4. contributions for improving the city’s image, 5. 
fruitful developments of the theatrical culture. 
 
Key words: the senior theatre, social participation of the elderly people, role model, 
promotion of the local culture, interaction between generations
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7 筆者も 3日間大会に参加し、シニア演劇の現状と課題について、
可能な限り聞き取りを行った。 



















































方は 12団体、関東地方は 18団体、中部地方は 11団体、近
畿地方は 13団体、中国・四国地方は4団体、九州・沖縄地
方は 4団体であった11。そのうち政令指定都市にある劇団は
19 団体、東京 23 区内(新宿区、板橋区、渋谷区、豊島区)
が 8団体、中核市が 6団体である。約半数のシニア演劇が、
人口の多い都市部に分布していることが浮かび上がった。



















 運営主体に注目して分類すると、大きく 3 つの劇団に分
けることができた12。①市民主体の劇団は 34 団体 ②自治
体・文化財団が運営する劇団は 7団体 ③演劇人・劇団が運









                                                 





















































































                                                 









































13 万 5470 人(2015 年 12 月)となっている。面積は 47.90










































                                                 





















































































験のある人が 6 人いる。6 人中 4人は劇団「すずしろ」入
団前に他の劇団に所属していた。移籍した理由は、稽古に
                                                 
20 その後、2015年 12月 5日、6日に行われた第7回本公演を期
に 2名が退団したため、2015年 12月現在では20人である。 











夫婦 2人暮らしは 9人だった。その他、子どもと 2人暮ら
























































































































                                                 



































                                                 

























































































                                                 
29 2015年 7月 16日、秋田啓子へのインタビュー。箕面市立市民
会館 会議室にて。 
30 2015年 9月 8日、亀井真美へのインタビュー。箕面市立市民会
館 ロビーにて。 





















































































                                                 











































                                                 
33 2015年 8月 11日、杉山尚輝へのインタビュー。箕面市内の喫
茶店にて。 








































                                                 
35 2015年 8月 1日、一階広充へのインタビュー。箕面市中央生涯
学習センタ  ー会議室にて。 
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36 2015年 8月 11日、倉田哲郎へのインタビュー。箕面市役所本
館 応接室にて。 



































                                                 
38 2015年 8月 11日、倉田哲郎へのインタビュー。箕面市役所本
館 応接室にて。 














































                                                 
41 2015年 9月 11日、濱田夢子へのインタビュー。箕面市立市民
会館 ロビーにて。 
42 2015年 9月 11日、濱田夢子へのインタビュー。箕面市立市民
会館 ロビーにて。 
43 2015年 9月 7日、吉田祥子へのインタビュー。箕面文化・交流





































                                                 








































                                                 
46 2015年 9月 11日、大野雅子へのインタビュー。箕面市立市民
会館 会議室にて。 
47 2015年 9月 8日、亀井真美へのインタビュー。箕面市立市民会
館 ロビーにて。 
48 2015年 9月 11日、濱田夢子へのインタビュー。箕面市立市民
会館 ロビーにて。 






































                                                                                   
たときには、1期生の男性が訪問し、旧交を温めていた。 






53 2015年 9月 14日、糀葛美へのインタビュー。箕面文化・交流
センタ  ーミーティングルームにて。 
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54 2015年 9月 8日、小田秀子へのインタビュー。箕面市立市民会
館 ロビーにて。 
55 2015年 9月 7日、吉田祥子へのインタビュー。箕面文化・交流
センタ  ーミーティングルームにて。 































                                                 
57 2015年 9月 14日、塚原幸明へのインタビュー。箕面文化・交
流センタ  ーミーティングルームにて。 
58 2015年 9月 14日、豊田旭へのインタビュー。箕面文化・交流
センタ  ーフリースペースにて。 
59 小財順子は「役を通して改めて自分を見つめなおすこと」がで
きたと話す。2015年 9月 7日、小財順子へのインタビュー。箕面
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 第 1 に、高齢者が社会参加を始めるきっかけづくりとし
て、シニア演劇が一定の役割を果たしている。個人的な興


































































































































































































































































                                                 

































































































































































第 46巻第 10号,pp.35-39 
川本直義(2010)「公共施設における開かれた利便供与の枠組みに関
する研究 ―市民吹奏楽団を題材とした考察」『文化経済学』第































































聞東京朝刊 2008年 1月 27日付 
「中高年劇団ブーム 日常忘れ舞台で変身」読売新聞大阪朝刊
2009年 10月 20日付 
「箕面の劇団『すずしろ』 平均67歳 夢のNY公演」読売新聞
大阪朝刊2010年 6月 8日 
「シニア劇団、NY への道 ドキュメンタリー、地元大阪で上映」


















(4)Webサイト (いずれも最終閲覧日 2015年 12月 25日) 
アトリエ劇研シニア劇団 HP  http://www.gekken.net/senior/ 
かんじゅく座 HP http://kujira-enter.sakura.ne.jp/kanjukuza/ 
劇団「すずしろ」 HP  http://suzushirodaikon.seesaa.net/ 
劇団菜の花座 HP   http://www9.plala.or.jp/nanohanaza/ 
劇団満座楽 HP  http://ameblo.jp/22sinia/ 
さいたまゴールド・シアタ  ー HP  
http://www.saf.or.jp/gold_theater/ 
シニア演劇ネットワーク HP http://senior-engeki.net/ 
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シニア演劇web HP  http://s-geki.net/ 
のべおか笑銀座 HP  http://nobeokashowginza.web.fc2.com/ 
八老劇団 HP  http://hamada-sumiko.qee.jp/ 









小田秀子へのインタビュ ,ー2015年 9月 8日 10時-11時,箕面市立
市民会館 ロビーにて 
亀井真美へのインタビュ ,ー2015年 9月 8日 17時-18時,箕面市立
市民会館 ロビーにて 
川島兼一へのインタビュ ,ー2015年 9月 4日 17時-18時,箕面市立
市民会館 会議室にて 
倉田哲郎へのインタビュ ,ー2015年 8月 11日 15時-15時 30分,箕
面市役所本館 応接室にて 
倉田操へのインタビュ ,ー2015年 5月8日10時 30分-12時 30分,
箕面市内の喫茶店にて 
糀葛美へのインタビュ ,ー2015年 9月 14日 12時-13時,箕面文化・
交流センタ  ーミーティングルームにて 
小財順子へのインタビュ ,ー2015年9月7日12時-13時,箕面文化・
交流センタ  ーミーティングルームにて 
杉山尚輝へのインタビュ ,ー2015年8月11日16時-17時,箕面市内
の喫茶店にて 
塚原幸明へのインタビュ ,ー2015年 9月 14日 11時-12時,箕面文
化・交流センタ  ーミーティングルームにて 
豊田旭へのインタビュ ,ー2015年 9月 14日 17時-18時,箕面文化・
交流センタ  ーミーティングルームにて 









交流センタ  ーミーティングルームにて 
吉田祥子へのインタビュ ,ー2015年9月7日10時-11時,箕面文化・
交流センタ  ーミーティングルームにて 








































設立年 団体名 運営主体 指導者 所在地 年齢 目的・特徴 
1973年 八老劇団 行政 浜田澄子 大阪府 八尾市 60歳以上 
老人福祉センターが設立。生きがい、痴呆予防
が目的。 
1975年 おばあちゃん劇団「ほのお」 市民   静岡県 藤枝市   民生委員が設立。高齢者の生活課題を啓発する。 
1987年 ばっちゃま劇団 市民(行政支援)   富山県 高岡市   高齢者学級の人形劇講座から設立。 









愛知県 名古屋市 55歳以上 
生涯学習センターの演劇講座から設立。演劇を
通じたボランティアを行う。 
1996年 芝居工房 来るくる座 市民   兵庫県 神戸市 50歳以上 老人ホームなどへの訪問公演を行う。 



















  50歳以上 
ＱＯＬの実現を目指してプロの指導を受ける。
京都、和歌山、神戸、岡山、名古屋に展開する。 















福岡県 福岡市 60歳以上 福岡市が稽古場・公演会場を提供する。 
2001年 劇団・567倶楽部 演劇人 
小林哲郎(劇団ふぉ
るむ) 
兵庫県 西宮市 50～70歳代 地元劇団が主催する演劇教室。 
2001年 劇団あしたば 市民(行政支援) 山崎三郎(劇団静芸) 静岡県 静岡市 55歳以上 
公民館主催の演劇教室から設立。地元の民話な
ど。 
2001年 河辺わさび座 市民   秋田県 秋田市   
テーマは社会問題。コミュニティ祭を始め、自
治会、学校、企業などから公演依頼を受ける。 
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2003年 高齢協劇団 エルダーキャッツ 市民 
大西恵(劇団マクダ
レーナ) 
香川県 高松市 55歳以上 
香川県高齢者生活協同組合の会員有志で設立。
2006年まで資金援助を受けていた。 
2003年 劇団「銀春座」 行政 新野新(放送作家) 大阪府 岸和田市 50歳以上 
浪切ホールの事業として設立。単年度で参加者
を募集する。 
2004年 劇団「すずしろ」 市民(行政支援) 倉田操 大阪府 箕面市 60歳以上 
生涯学習センターの演劇講座から設立。2010年
にニューヨークで公演。 






















奈良県 生駒市   
コミュニティセンターの演劇講座から設立。地
元劇団による設立・指導。 
2006年 かんじゅく座 演劇人 
鯨エマ(劇団海千山
千) 
東京都 新宿区 60歳以上 
30代の演劇人 4名が立ち上げたシニア劇団。ク
ラスが複数に分かれる。 
2006年 Ａ・ＳＯ・ＢO塾 演劇人 芹川藍(劇団青い鳥) 大阪府 八尾市 制限なし 
衣装・小道具・パンフレットからチケットの販
売まで、公演にかかわることを全て団員で行う。 












石川県 金沢市 50歳以上 
金沢市民芸術村の自主事業。年度ごとに参加者
を募集する。 
2006年 シニア劇団のべおか笑銀座 市民(行政支援) 
実広健士(劇団ぐる
ーぷ連) 
宮崎県 延岡市 50歳以上 
延岡総合文化センターの事業から独立。現在も
支援を受ける。地元演劇人が指導。 







東京都 豊島区 45歳以上 毎年、参加者を募集する演劇講座。 
2007年 坊っちゃん劇場 完熟「一期座」 演劇人 
わらび座の俳優・演
出家 
愛媛県 東温市 40歳以上 坊ちゃん劇場が設立。伊予弁を使用する。 
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2008年 高齢者演劇集団チャレンジャ  ー 市民 原田一雄 静岡県 富士市 55歳以上 元高校教諭が主宰。本格的な舞台公演を目指す。 







埼玉県 川口市 45歳以上 
単年度の講座で継続可。劇団員による指導を受
ける。 
2008年 はつらつ健康劇団 市民(行政支援)   静岡県 下田市   
健康をテーマにした寸劇を上演。市事業の健康
指導劇を引き継ぐ。 
2009年 文学座プラチナクラス 演劇人 
文学座の俳優・演出
家 
東京都 新宿区 40歳以上 
8か月の稽古～修了公演まで行う。毎年継続した
募集はしていない。 
2009年 幸齢者 市民   福井県 福井市 60歳以上 地域の公民館や老人施設などで公演。 
2009年 かと れあproject 演劇人 大久保則子(俳優) 宮城県 仙台市   演劇・朗読を通じて、芸術文化の普及を目指す。 
2009年 劇塾マデーラ 演劇人 浅香寿穂 徳島県 徳島市   元高校演劇の顧問が主宰。 
2009年 SAGAパーフェクトシアタ  ー 演劇人 村井国夫、辻萬長 佐賀県 佐賀市 45歳以上 県内出身の俳優が主宰。 





2010年 シニア演劇大学 演劇人 木津川計など 大阪府 大阪市 50歳以上 
3年間限定のプログラムで、演技だけでなく各種
講座が開かれる。 
2010年 高崎市市民演劇 行政   群馬県 高崎市 50歳以上 高崎市が主催で、毎年市民から公募を行う。 
2010年 シニア劇団「満座楽(まんざら)」 市民(行政支援) 大石和彦(元教員) 宮城県 仙台市 60歳以上 
健康福祉局介護予防推進室「介護予防、生きが
いづくり」事業により設立。その後2012年独立。 
2010年 石見国くにびき18座 市民(行政支援)   島根県 浜田市   
高齢者大学の社会文化科卒業生が結成。体力の
維持と生きがいづくりが目的。 
2010年 NPO法人シニア劇団浪漫座 市民   静岡県 浜松市 55歳以上 
2012年、ＮＰＯ法人化。老人施設や子供会など
で巡回公演。 
2011年 シニアミュージカル劇団「一季」 演劇人 福本ひとし 東京都 新宿区 制限なし 
発起塾の東京支部が撤退したことを受けて立ち
上げ。 
2011年 劇団 櫂人 市民   東京都 板橋区 制限なし 
本格的な戯曲に挑戦。芸能スクールOBの有志
５人によって立ち上げ。 
2011年 劇団やんま 市民   宮城県 仙台市   
仙台の劇作家・演出家から指導を受けたのち、
独立。せんだい10-BOXなどで公演。 
2011年 くしろ高齢者劇団 市民   北海道 釧路市   
アマチュア劇団から指導を受け、独立。アイヌ
語などに特徴。 
2011年 足利市民劇団 燦SAN 市民(行政支援) 加納朋之(文学座) 栃木県 足利市   
足利市民プラザの演劇講座から設立。質の高さ
を求めながら、生きがいづくりを目指す。 

















2012年 波瀾ばんばん座 市民   千葉県 市川市 60歳以上 主宰者は朗読教室や健康教室の講師。 
2012年 シニア劇団「おやくじら」 演劇人 
西城貴史(銀色のく
じら) 
福岡県 福岡市 50歳以上 劇団「銀色のくじら」のシニア部として結成。 
2013年 シルバー劇団「子子孫孫」 演劇人 堤幸彦、多田木亮祐 愛知県 名古屋市 65歳以上 プロの俳優がレッスンを行う。 









2013年 俳優大学 演劇人 日本映画大学 神奈川県 川崎市 50歳 日本映画大学による俳優養成講座。 
2014年 BB☆GOLD 市民(行政支援) 
佃典彦(劇団Ｂ級遊
撃部隊) 
愛知県 名古屋市   演劇練習館アクテノンの演劇講座から設立。 
2014年 ＰＰＫ48 市民 
大川義行(劇団ルネ
ッサンス) 
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図 1 シニア劇団の設立年グラフ 
(表 1 をもとに筆者作成) 
 
 
図 2 シニア劇団の都道府県別グラフ 
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図 3 シニア劇団の運営主体別グラフ 
 





表 2 劇団「すずしろ」団員のプロフィール 
  入団年 年齢 居住地 性別 学歴 同居人 職業 
A 2004年(12年目) 72 箕面市 女性 大卒 夫婦 2人 主婦 
B 2006年(10年目) 80 大阪市 女性 中卒 娘 事務職（70歳まで） 
C 2008年(8年目) 67 茨木市 女性 大卒 夫婦 2人 日本語教師（非常勤） 
D 2008年(8年目) 73 箕面市 女性 中卒 独居 事務職 
E 2009年(7年目) 71 池田市 女性 高卒 2世帯 主婦 
F 2010年(6年目) 68 豊能町 男性 大卒 夫婦 2人 教師（小学校） 
G 2012年(4年目) 66 豊中市 男性 大卒 夫婦 2人 サラリーマン（商社） 
H 2012年(4年目) 64 豊能町 女性 短大卒 夫婦 2人 主婦 
I 2012年(4年目) 64 箕面市 女性 高卒 独居 主婦（家主） 
J 2012年(4年目) 61 箕面市 女性 大卒 夫婦 2人 主婦 
K 2012年(4年目) 61 池田市 女性 短大卒 夫婦 2人 主婦 
L 2013年(3年目) 70 川西市 男性 大卒 夫婦 2人 サラリーマン 
M 2013年(3年目) 72 箕面市 女性 大卒 夫婦 2人 主婦 
N 2013年(3年目) 67 池田市 女性 短大卒 独居 主婦 
O 2014年(2年目) 63 豊中市 女性 大卒 独居 教師（中学校） 
P 2015年(1年目) 70 大阪市 女性 短大卒 独居 自営業（接骨院） 
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表 3 劇団「すずしろ」公演実績一覧 
 
活動実績 場所 
2005年 10月 試演会「煙が目にしみる」 箕面市立東生涯学習センター 
2006年 2月 依頼公演「煙が目にしみる」 
大阪府公民館大会（豊能ブロック大会）
特別公演「煙が目にしみる」 
2006年 11月 第 1回本公演「見果てぬ夢」 メイプルホール小ホール 
2007年 3月 依頼公演「見果てぬ夢」 神戸須磨 香風寺 
2007年 8月 ワークショップ「60歳からの演劇入門教室」 箕面市文化振興事業団共催事業 
2007年 9月 依頼公演「見果てぬ夢」 神戸西代 大法寺 





2009年 3月 客演「箕面山大瀧燃ゆる」 箕面市文化振興事業団 20周年記念事業 
2009年 5月 第 3回本公演「この度はご愁傷様です」 箕面市メイプルホール小ホール 
2009年 11月 依頼公演「煙が目にしみる」 
箕面市立東生涯学習センター共催事業
（生涯学習推進事業） 





2010年 6月 ニューヨーク公演   
2010年 9月 客演「地下鉄道」 第 10回日本音楽療法学会学術大会 
2010年 10月 第一回箕面国際シニア演劇フェスティバル   





2011年 9月 第 4回本公演「太陽のあたる場所」 メイプルホール小ホール 
2012年 1月 依頼公演「煙が目にしみる」 貝塚市浜手地区公民館 













2012年 7月 依頼公演「煙が目にしみる」 豊能町ユーベルホール 










2014年 3月 客演「ラジオ講座」 タッキー816みのおエフエム 
2014年 10月 劇団「すずしろ」10周年記念公演「葉ごろも」 梅田ヘップホール 
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表 4 劇団員へのインタビュー結果のまとめ(入団のきっかけ) 
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表 5 劇団員へのインタビュー結果まとめ(活動を通じて生まれた変化) 
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表 6 中川モデルを参考にした分析結果 
  
劇団「すずしろ」 行政側 
蓄積 
個人 
・団員：自主稽古(トレーニング、舞台・
映画鑑賞) 
・倉田：本格的な指導 
・杉山：設立支援、発表機会の提供 
組織 ・日々の稽古 
・設立支援(市民講座の実施) 
・稽古場の減免措置 
・共催事業(団員募集のための演劇ワーク
ショッ) 
表現 
個人 
・団員：公演活動への参加、ラジオ番組
の発信活動 
・秋田、倉田：活動の企画・立案・支援
の獲得 
・市長：イベントの支援 
・杉山：発表機会の提供 
組織 
・公演活動(定期公演、依頼公演) 
・発信活動(メディアからの取材、みのお
エフエム) 
・イベント(全国大会) 
・共催事業(記念公演、全国大会) 
・施設利用の減免措置 
・防災キャンペーンへの協力依頼 
交流 
個人 ・団員：劇団外の活動に参加 
・杉山：ディスカッションの場をつくる 
（異動してから、交流の機会が少なくな
った） 
組織 
・ニューヨークでの国際交流 
・シニア演劇フェスティバルの開催 
（交流の機会が少なくなっている） 
・シニア演劇大会の支援 
(インタビュー調査をもとに筆者作成) 
 
 
